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詣
貝
改
選
後
初
の
定
例
諸
会
が
去
る
九
月
ー
一
日
に
招
集
さ
れ
、
二
0
日
ま
で
の
一

0
日
間
に
わ
た
り

論
戟
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
．

付
瑛
事
件
は
、
町
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
藻
案
等
が
二
六
件
｀
議
員
提
出
に
よ
る
も
の
が
七
件
の
合
計

l
_
­

三
件
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
今
定
例
会
に
は
多
数
の
諸
願
・
陳
惰
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
箱
会
に
対
す
る
町

民
の
厚
い
期
待
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

渇

h
 

茨
城
県
南
水
道
企
業
団
議
員
に

｀
血
治
芙
議
員
；
を
選
出

こ
の
た
び
、
茨
城
県
南
水
沼
て
新
た
に
篠
山
治
夫
諾
員
を
返

企
業
団
規
約
が
改
正
さ
れ
、
従
出
し
ま
し
た
。

来
二
名
で
あ
っ
た
当
町
か
ら
の
こ
の
定
数
培
負
に
よ
り
、
さ

議
屈
数
か
三
名
に
な
り
ま
し
た
。
ら
に
、
非
代
町
の
意
見
も
県
南

こ
の
改
正
に
伴
い
、
荻
城

m
ぷ
水
迫
洛
＾
F
I
C
大
き
く
反
映
さ
れ

南
水
道
企
堺
団
議
会
議
目
と
し
．
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に
羽
生
五
郎
氏

塚
田
美
枝
氏
―

平
感
一
年
二
月
三

0

日
を
ー
を
求
め
る
件
は
、
羽
焦
盈
氏
．
一

も
っ
て
任
期
酒
了
と
な
る
人
権
塚
I
J
l
美
枝
氏
が
適
任
で
あ
る
と
一

傍
設
委
目
の
推
曲
に
つ
き
怠
見
一
議
会
l
C
お
い
て
決
定
し
よ
し
た
＿
＿
―

教
育
委
員
に
飯
塚
孝
雄
氏

平
成
二
年
九
月
―
―
!
O
C
D
を
も
意
を
求
め
る
件
は
、
飯
塚
孝
雄

っ
て
任
期
満
了
と
な
る
粕
育
委
氏
の
i
f
j
任
に
同
愁
し
一
士
し
た
．

悶
魯
の
任
命
に
関
4る
固
一

二
件
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結
一

平
成
~
ユ
年
九
＂
ハ
一
ヒ
H
K
i
i
n

新
築
工
事
に
つ
い
て
も
＂
叫
印
契
ー

わ
れ
な
桜
が
丘
小
学
校
新
築
約
が
締
結
さ
れ
ま
し

K
'
­

エ
串
＾
札
の
結
果
、
消
水
・
色
承
札
さ
れ
に
の
は
、
開
・
塚
i

川
江
設
共
同
企
菜
体
が
一
一
硲
本
佳
設
共
同
企
薬
体
で
｀
工
l
I
j
­

i
ハ
｀
九
J
l
九
刀
円
で
落
札
さ
れ
質
総
帥
は
．
i
0
億
1
1、
へ
＇
）
ヒ
一

ま
し
た

C

．
ヒ

n
1
1
1で
丸
・

晶
贔
感
翡
言
り
も
一
な
お
．
点
団
は
平
成
四
年
i
i

翠
定
で
す

C

一
こ
月3
で
翠
定
て
す
。
一

ま
た
、
総
合
公
園
体
育
館
の

......... -.. 
,.‘:·-.t,.t... 

碕
第
二
回
臨
時
会
開
く
I
.
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ヽ
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平
成
三
f
j
c-
0
月
二
三
日
に
朗
訣
し
、
澁
場
一
致
で
委
員
長

第
二
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
ま
報
告
ど
お
り
渋
綬
沿
を
提
出
す

し
た
。
る
¢
と
に
決
定
し
ま
し
た
，

、
こ
の
臨
時
会
は
、
i
•
平
成
三
年
ま
た
、
教
育
民
生
前
任
委
艮

八
月
四
日
執
行
、
藤
代
町
議
会
会
に
お
い
て
は
石
井
委
良
長
か

議
貝
一
般
選
挙
に
お
け
る
架
空
ら
委
員
長
辞
任
踊
い
が
提
出
さ

転
入
疑
惑
及
び
不
正
投
栗
疑
惑
れ
、
後
任
I
C
吉
岡
茂
委
良
を
送

に
関
す
る
調
五
特
別
委
員
会
」
出
し
ま
し
た
。

の
終
結
に
よ
り
、
報
告
を
求
め
こ
れ
に
伴
い
、
本
議
会
で
は

る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
教
育
民
生
常
任
委
員
長
の
光
て

傑
初
に
、
西
尾
委
日
長
か
ら
戟
で
あ
る
取
手
市
外
二
町
火
辞

検
査
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ
ら
場
組
合
語
員
、
学
校
拾
食
セ
ッ

れ
、
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
タ
ー
述
営
協
議
会
委
員
も
新
た

早
期
解
明
の
捜
歪
狭
望
褐
を
取
に
吉
岡
茂
議
月
に
決
ま
り
ま
し

手
警
察
署
長
宛
に
提
出
す
る
こ
た
。

と
で
終
桔
を
し
た
旨
の
報
告
が

U特
別
委
良
会
の
検
歪
経
過
は

あ
り
ま
し
た
。
四
ベ
ー
ジ
に
捏
戟
）

そ
の
後
、
議
長
が
要
望
西
を



1 4' 

i卜、~I薗喜〗：
i ]:'ぼt議i: 
羞菜
暉笥
眉箇
瞬査且
履曙報：9［
滋忍ぶ丑紺
澤咲恥9豆ヽ．い．、さ送．9； E 
5 註廷g函ヽ’·遠

？燥畷慰・ ミ交が‘‘~、冴夏及．し、
・ヤ £忍i函L9．と、℃ 2.9注

9．足．妥見と．隻:,;.-.:,建．ぢ

冑
」

当
委
貝
会
は
、
一
七
、
一
八
．

l
九
日
の
一
＿
一
日
匹
四
に
わ
た
り
、

付
託
さ
れ
た
筑
案
の
帝
査
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
七
日
は
執
行
部
よ

り
説
明
を
求
め
、
そ
の
後
、
質

疑
に
人
り
-
t6し
た
。

殴
初
に
、
訊
案
第
三
三
号
の

~
条
例
の
改
正
に
伴
·
っ
監
証
の
範

~
囲
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
．
行

り
一
忍
勾
笙
で
拡
大
さ
れ
た
と
の

一
苓
弁
が
あ
り
ま
L

た
。

J
一
次
I
C
．
柑
f
l
j
労
の
新
分
笞
の

一
規
段
．
救
命
土
の
投
成
方
と
釈

·
紺
の
応
藉
状
況
、
そ
し
て
分
汚

亙
一
設
関
に
よ
る
分
i
i
t
型
柁
領
の
窓

会
i一

投
唸
つ
い
て
質
問
か
あ
り
．

議
規
校
に
つ
い
て
は
二
八
名
収
容

で
き
る
も
の
．
救
命
士
に
つ
い

ろ
一
て
は
現
忍
と
こ
ろ
十
分
に
投

し
一
る
教
育
民
生
委
員
会
）

ふ
蓼
届
会
は
一
七
日
、
一
八

-
U、
i
J
lHに
わ
た
り
、
付
託

さ
れ
た
議
翠
認
つ
い
て
の
帝

一
針
を
行
い
ま
し
丸

i
第
一
日

n
"
9
所
如
＂
部
課
長
よ

り
紐
案
の
説
明
か
あ
り
、
二
日

日
よ
り
判
疑
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
匹
工
一
号
に
つ
い
て
、
国

民
年
金
3
ア
ル
パ
イ
ト
貨
金
か

.
r

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も

,f 
発
ー
こ
う
い
う
形
で
対
応
す
る
の
か

し
一
と
の
質
問
か
あ
り
、
殿
員
の
増

j
 

月
一
に
よ
り
対
応
す
る
方
向
で
い
き

29-
J
O
た
い
と
の
否
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

a

組
案
四
六
号
は
予
紺
毀
の
放

又

1
1
1は予
算
の
原
則
に
基
づ
き
、

3
 

平
正
確
に
執
行
す
ぺ
き
と
の
意
見

か
出
さ
れ
、
今
後
は
適
正
に
処

〇
埋
し
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

号8
 
第
次
に
国
際
交
流
と
ホ
ク
ル
派

二
件
が
議
会
に
提
案
さ
れ
た
の

か
、
交
通
マ
ナ
ー
の
指
導
の
あ

り
方
に
つ
い
て
等
々
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
C
れ
に
対
し
、

今
平
件
は
庶
務
課
に
お
い
て
、

渠
中
管
理
方
式
で
応
急
処
茜
．

対
応
し
た
、
和
解
に
関
す
る
事

務
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
．

内
容
を
作
成
し
、
理
解
の
上
印

鑑
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
．

さ
ら
に
、
な
ぜ
渫
会
に
提
案

さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
相
手

方
救
済
の
た
め
の
保
険
金
歳
人

等
が
あ
っ
た
の
で
提
案
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
交
通
祁

故
指
導
は
鋭
意
惰
底
し
て
い
く

成
す
る
方
注
が
な
い
こ
と
、
臨
と
い
う
否
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

員
の
応
努
状
況
は
予
定
数
の
一
続
い
て
、
架
空
転
入
疑
惑
に

三
名
は
確
保
さ
れ
て
い
る
な
ど
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
こ
れ

癸
＂
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
に
つ
い
て
は
、
慎
団
に
対
応
し

庄
た
、
分
散
犯
の
窓
義
に
つ
た
い
と
の
否
弁
か
あ
り
ま
し
た
．

い
て
は
．
藉
代
町
は
J
R

線
等
i
そ
の
他
、
拓
々
の
質
疑
の
後

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
た
め
、
一
採
決
に
人
り
ま
し
た
。

l
v
l
m
l
J
に
も
分
沼
を
設
悩
す
る
必
．
議
案
第
三
三
号
か
ら
三
八
号

要
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

続
い
て
、
磁
案
第
三
六
、
三
決
、
四
六
号
か
ら
四
八
号
に
つ

七
り
の
和
解
及
び
捐
菩
賠
恨
の
い
て
も
、
認
定
す
ぺ
き
も
の
と

件
で
、
交
通
W
故
の
所
行
部
招
決
し
ま
し
た
。

は
ど
こ
か
、
和
招
に
関
す
る
事
な
お
、
陳
情
第
一
号
に
つ
い

秘
処
理
の
あ
り

1
5、
な
ぜ
本
件
て
は
不
採
択
と
袂
し
ま
し
た
。
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逍
事
業
に
係
る
児
窟
．
か
徒
の
る
が
、
そ
れ
以
外
は
横
ば
い
で

選
考
姐
準
に
つ
い
て
質
問
が
あ
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

り
、
国
院
交
流
に
つ
い
て
は
堵
ま
た
保
険
税
の
茄
納
に
つ
い

議
委
旦
＾
き
を
開
催
し
、
作
文
と
て
収
納
に
努
力
は
し
て
い
る
と

面
接
等
を
含
め
総
合
的
に
判
断
思
う
か
、
今
後
と
も
収
納
に
努

を
し
．
ナ
タ
ル
派
逍
事
槃
は
昨
め
て
ほ
し
い
と
要
望
が
あ
り
、

年
度
が
久
包
小
と
高
須
小
、
今
滞
納
者
の
内
容
分
析
等
を
し
、

年
度
は
山
王
小
か
ら
派
追
を
し
納
税
採
と
の
辿
格
を
取
り
な
が

た
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ら
収
納
に
取
り
糾
ん
で
い
き
た

さ
ら
に
当
町
と
し
て
は
老
人
い
と
の
否
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

対
策
に
ど
う
い
う
考
え
方
を
持
以
上
で
質
疑
を
終
了
し
採
決

っ
て
い
る
か
と
の
役
問
が
あ
り
、
に
入
り
、
誤
案
三
二
号
、
三
五

双
本
的
に
生
き
が
い
対
策
、
在
号
、
四
三
号
、
四
四
号
、
四
八

宅
福
祉
対
策
｀
施
設
対
策
の
三
号
に
つ
い
て
は
全
且
賛
成
、
訊

つ
の
柱
が
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
案
四
六
号
、
四
七
号
は
賛
成
多

ら
を
充
実
さ
せ
て
い
く
考
え
を
数
を
も
っ
て
認
定
、
可
決
す
ぺ
き

持
っ
て
い
る
と
の
否
弁
で
し
た
。
も
の
と
決
し
、
請
願
六
号
に
つ

紐
案
四
七
号
に
つ
い
て
は
困
い
て
は
全
目
鼓
成
を
も
っ
で
採

民
虹
腹
保
険
の
過
去
三
年
間
の
択
、
用
願
六
号
に
つ
い
て
は
艇

推
移
に
つ
い
て
の
説
明
が
求
め
続
審
近
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま

ら
れ
、
入
院
数
は
上
昇
し
て
い
し
た
。

._、

』．

•ヽ... 当
委
員
会
は
、
一
七
日
か
ら

一
九
日
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
蒼
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
．
初
日
は
執
行
部
よ
り

説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を
行

っ
た
後
、
質
疑
に
入
り
ま
し
た
。

質
疑
の
内
容
は
、
議
案
第
四

六
号
に
つ
い
て
の
み
で
、
地
目

は
誤
地
で
あ
る
の
に
現
況
は
雑

地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
よ
う
だ
が
、
調
査
は
実
施
し

て
い
る
の
か
と
い
う
質
問
か
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一

Q
二
月
に
地
区
単
位
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
調
歪
を

行
っ
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

二
日
目
は
休
会
し
、
六
郷
小

児
訊
に
よ
る
稚
魚
放
流
に
、
痒

経
委
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
．

三
日
目
は
、
開
会
後
、
迅
ち

に
質
殿
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
、
訂
木
新

r
n地
区
県

単
股
迅
整
伯
車
業
を
廃
止
し
た

理
由
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、

得ヽ
ぎ
ら
＾
り
ヤ
”
奈
＇
9
．
き
、
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当
委
員
会
は
、
一
七
｀
一
八
、

一
九
日
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
訊
案
の
帝
査
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
、
i
七
日
は
、
執
行
部

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

一
八
日
は
、
詣
願
箇
所
の
現

地
視
察
を
行
い
、
そ
の
後
、
質

疑
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
に
、
残
土
処
理
委
託
料

打
木
地
区
排
水
設
計
委
託
料
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
残
土
処

理
委
託
料
は
細
井
白
材
置
場
を

返
遠
す
る
に
当
り
、
町
の
残
材
等

を
処
分
す
る
委
託
料
で
、
打
木

地
区
排
水
設
計
委
託
料
は
、
当

初
予
算
で
は
都
市
計
画
道
翔
と

水
路
を
一
体
的
に
考
え
て
い
な

か
っ
た
が
、
県
と
協
諾
し
、
事

r
¥
 

「
真
相
解
明
」
架
苫
覧
、
ポ
嘉
票
痣
齊

本
定
例
会
、
第
九
B

目
に
、
地
方
自
治
法
第
九
八
条
第
一
項
に
よ

る
検
査
を
行
う
た
め
の
「
平
成
三
年
八
月
四
日
執
行
、
藤
代
町
印
会

岳
貝
一
般
選
挙
に
お
け
る
架
空
転
入
疑
惑
及
び
不
正
投
頚
疑
惑
に
関

す
る
埠
歪
特
別
委
民
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
．

委
貝
長
西
尾
紘
昭
委
貝
吉
岡
茂

副
委
員
長
倉
持
光
男
”
松
永
実

．
．
委
員
篠
山
治
夫
”
横
田
千
之

”
長
東
秀
臣
”
沼
尻
守

初
8

は
、
正
副
委
員
長
の
互
ぅ
こ
と
で
し
た
u
‘

遵
を
行
勺
第
二
月
日
よ
り
寄
ま
た
、
住
民
基
本
台
依
法
に

査
に
入
り
ま
し
た
。
晶
つ
く
実
態
調
歪
の
結
果
に
つ

ま
ず
．
帝
資
の
前
提
と
し
て
ぃ
て
報
告
が
求
め
ら
れ
ー
し
た

”
執
行
部
に
｀
住
民
汎
勁
の
実
舷
が
、
転
入
先
の
家
主
等
は
、
「
ア

<

叩
や
迅
洋
出
務
な
ど
に
関
す
る
坦
ル
パ
イ
ト
と
し
て
使
っ
た
」
と

i
類
の
提
出
を
求
め
、
そ
の
後
、
．
い
う
こ
と
で
し
た
。

血莉
不
正
か
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
投
さ
ら
に
、
架
空
転
人
と
思
わ

｛
槃
所
の
事
務
従
l
J
I
行
に
泊
情
を
れ
る
一
缶
一
名
の
う
ち
何
名
が
投

5
荘
き
i
し
た
。
一
心
で
し
た
か
と
の
質
問
が
あ
り
、

5

殺
初
に
、
人
場
券
再
発
行
の
一
二
九
名
が
投
梨
し
た
と
の
否
弁

-

1

b

 

血

水
追
菅
施
設
の
エ
事
に
伴
い
、
難
し
く
、
現
在
は
県
単
殷
遥
整
心
際
、
本
人
の
言
う
生
年
月
日
が
一
が
あ
り
・
ュ
し
た

C

舗
装
も
あ
わ
せ
て
媒
南
水
迅
が
倣
l
J
I
業
を
導
人
し
て
い
る
と
の
i
台
帳
と
速
っ
て
い
た
と
い
う
話
一
な
お
．
次
回
は
秘
密
会
と

L
.

行
う
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
と
で
し
た

o

i
を
佃
い
た
が
、
J
j
i
火
か
と
い
う
．
個
人
名
入
り
の
祖
類
提
出
を
求

次
に
、
股
道
路
偏
項
業
補
肋
採
決
に
入
り
、
い
ず
れ
も
全
一
阻
問
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
事
一
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
か
月
賛
成
で
、
三
九
、
四
王
号
は
一
実
は
あ
っ
た
が
、
台
紐
｀
ス
と
そ
し
て

‘
-
0
月
四
日
に
第

あ
る
か
と
の
問
に
、
団
体
應
坦
可
決
、
問
ハ
、
五

0
号
は
認
定

5
息
ぃ
翡
行
し
た
と
い
う
魯
―
四
凹
目
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
伽
事
業
か
あ
る
が
、
社
邸
が
一
す
ぺ
き
も
の
と
決
し
a

し
た
。
一
が
あ
り
1デ
し
に
。
た
｀
の
際
｀
一
仕
投
炊
所
に
行

.
i
ー
ー
凶
ま
た
．
本
人
宅
低
愁
入

v

ぺ
き
も
の
が
、
一
i
ハ
恩
裔

舟
が
大
き
く
な
っ
た
と
の

K
。
一
狂
叩
郎
第
四
号
に
つ
い
て
は
、
代
｛
れ
た
と
い

•
9
と
だ
が
、
そ
の
I
C
悶
・
仝
て
行
っ
た
と
聞
く
が

弁
か
あ
り
ま
し
た
。
次
に
、
駅
替
地
問
践
か
・
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
一
桔
巣
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
事
火
か
と
の
預
問
が
あ
り
、
ニ

心

者
栢
定
広
場
に
つ
い
て
酋
問
い
る
か
、

C
点
に
対
応
し
た
い
i
問
に
、
翌
n
砲
話
し
た
と
こ
る
、
名
は
ど
い
た
と
い
う
布
務
従
l
J
l

か
あ
り
．
消
算
事
業
団
の
注
袢
と
の
説
明
が
あ
り
i
し
た
。
第
Q
家
人
の
話
か
ら
本
人
は
投
製
に
も
の
否
弁
か
あ
り

3
し
た
。

に
従
い
、
交
通
安
全
対
策
も
含
九
号
に
つ
い
て
は
、
竹
定
的
な
一
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
と
と
が
そ
の
後
、
秘
術
会
と
し
、
慎

め
整
備
し
た
い
と
の
否
弁
が
あ
翌

1
1
1梃
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か
i
わ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
頂
な
検
歪
を
行
い
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。
と
の
妾
望
が
出
さ
れ
よ
し
た
。
一
帯
類
密
俎
等
に
つ
い
て
は
、
一
第
J
i
回
目
は

‘
-
0
月
一
四

ま
た
、
藤
代
駅
南
0

土
地
区
以
上
で
採
決
に
人
り
、
某
案
一
三
回
目
以
降
行
っ
て
い
く
と
い
．
日
に
開
催
し
ま
し
た
．

画
整
理
平
業
特
別
会
計
紐
出
金
第
四

0

号
か
ら
四
三
号
｀
四
五
i
．
っ
こ
と
で
方
向
つ
け
を
し
、
二
C
の

B
も
諸
々
の
意
見
は
出

事
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
号
に
つ
い
て
は
全
国
賛
成
を
も
初
回
目
は
蔽
会
し
ま
し
た
。
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
特
別
委
貝

屈

補
助
甲
業
の
裏
負
担
で
、
深
溜
っ
て
可
決
、
四
六
号
に
つ
い
て

8

第
三
回
目
は
．
二
七
8
に
開
会
と
し
て
の
検
査
は
終
了
し
た

姐
合
処
理
と
四
戸
の
仮
設
住
宅
も
全
目
賛
成
を
も
っ
て
認
定
す

m
依
し
ま
し
た
。
と
み
な
し
、
取
平
岱
哀
署
に
．

移
転
工
事
の
予
算
で
す
と
の
答
ぺ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
i
こ
の
日
は
、
前
回
妾
求
し
た
·
J
れ

4二
で
の
検
歪
引
実
を
盛
り

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
．
続
い
て
、
梢
願
第
四
、
五
、
一
出
類
の
炭
出
が
あ
っ
た
わ
け
で
込
ん
だ
娑
望
也
を
提
出
す
る
と

続
い
て
、
市
街
地
整
紺
基
本
六
号
に
つ
い
て
は
全
員
笠
成
を
一
す
が
、
プ
う
イ
パ
・
ソ
ー
問
逍
が
一
い
う
こ
と
で
決
定
し
ま
し
た
。

計
画
は
駅
の
両
側
だ
け
で
な
く
、
も
っ
て
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
幻
絡
む
た
め
個
人
名
等
が
抹
梢
さ
最
終
委
貝
会
は

`
-
0
月
一

叩

そ
の
周
辺
も
入
っ
て
い
る
か
と
し
、
第
七
号
に
つ
い
て
は
．
町

m

れ
て
お
り
、
こ
れ
で
は
実
預
裸
八
日
に
曲
催
さ
れ
、
前
回
決
定

の
質
問
に
対
し
、
市
街
化
区
域
の
指
導
蛍
網
が
古
く
、
不
価
が
一
森
が
追
a
な
い
と
の
指
摘
が
あ
さ
れ
た
要
望
む
を
確
認
し
、
紐

は
入
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
生
じ
て
い
る
の
で
、
見
直

L

を

I
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
執
会
に
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
で

ダ

り
ま
し
た
。
含
め
全
貝
餞
成
を
も
っ
て
閉
会
g
行
部
で
は
、
県
の
指
示
も
あ
り
終
結
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

次
に
、
諸
師
の
密
歪
に
入
り
、
中
の
継
続
密
査
に
決
し
ま
し
た

o

g
倣
人
名
等
は
差
し
控
え
た
と
い


